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以上のように短期冷蔵の場合は，即食用の適期とほ

ぼ同時期に適期があると考えられたが，試験年波が少

なく今後なお検討を安するものと思われた。

含量が多くなる傾向がみられた。

5　気象条件と収穫適期との関係

1で各年次ごとに収穫適期を碗討したが，これらの

なお採取時期の早いものほど糖度が低く経過し，威　　収穫適期と気象条件との相関をみたのが第4表であも

第4表　　満開日から満開154日までの気象条件と収穫適期との相関

穀 高 気 温

硫　 算

最 低 気 温

積　 算

平 均 気 温

恕　 算

気 温 較 差

敏　 算

日　 照 時 数 降　 水　 量 収 穫 適 期

1 9 8 9

℃ ℃ ℃ ℃
7 9 9 5

m
日■

5ノ 0 8 ．6 2，5 9 8．2 5，0 8 4．5 1，5 2 8 ．7 7 4 （5．4 1 8 5

1 9 7 0 5，8 7 1．0 2，4 4 5．9 5，0 5 8．8 1，2 2 5．1 8 8 0．4 4 2 1．8 1 5 4

1 9 7 1 5，8 8 4．6 2，4 9 1．2 5，0 7 8．5 1．1 7 5．4 5 9 4．5 9 0 2．8 1 4 7

1 9 7 2 5，7 （～0．5 2．5 5 4．7 5，0 5 0．5 1．2 2 8．8 7 7 8．5 7 9 1．4 1 5 4

相 関 係 数 0．5 7 5 － 0．8 8 4 一 口．5 8 5
0．” 1＊＊

0．8 7 5 － 0．2 5 4 －

満開から満開128日（表略），満開154日までの気

象との関係では，いずれも最高，最低の気温較差積算

（r…0．984及び0．991）の相関が高く，その他の気象条

件との相関は認められなかった。

以上のことから，収穫適期は年度により差がみられ，

その範囲＝ま満開後147～1d5日にわたったが，この差

は特に最高最低の気温較差の影響が大きいものと思わ

れた。

リンゴの大規模団地における黒星病の発生実態と防除対策

佐藤幸平笥こ友義視．阿部寛二．大村文雄

・ミ宣1∴黒言．二品‥二㌦言■

1　ま　え　が　き

我が国のリンゴ黒星病の発生経過をみると，昭和50

年に北海道でその発生が確認されている。本州におい

ては，昭和45年に岩手県で発生が認められて以来昭

和48年8月現在までに東北d県，新潟県の各県に発

生が確認されている。

一方，宮城県におけるリンゴ黒星病の発生状況をみ

ると，昭和45年に泉市の果樹団地，47年には色麻

村の果樹団地と同村内の農業高校の放任樹，48年に

は七ヶ宿町の個人栽培園と附近の散布樹に発生が認め

られた。発生地域は，いずれも山間部または山間部に

近いところであった。

本報告は，45年に発生した泉市芳の平果樹生産組

合は場における黒星病の発生実態と防除対策について

取りまとめたものである。

なお，本病の発生調査，指導に当たっては，多くの

方によってなされたものであり，関係者に感謝の意を

表する。

2　芽の平果樹生産組合の概況

当組合のリンゴ団地は，仙台の西北方約50Km，標

高400～500桝のところにあり，昭和59年から42

年に県営頗バ事業により108血のリンゴ園を造成し，

ゴールデン・デリシャス系，ふじなどの品種を主体に

5万本余の苗木を植栽した。

自然条件としては，年平均気温は10℃余，槙雪58

～50cm，降水量は1，4007耽ぐらいと推定される。地形

は緩傾斜地が大部分であり，土動は火山灰土である。

冬から春にかけては北西の季節風が購い。

現在の参加戸数は150戸で農事組合法人化を図り

運営を行っている。
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5　リンゴ黒星病の発生実態

1　発生確認月日

昭和45年7月24日に県農訳の巡回調査の際のリンゴ黒

星病煩似症のものが認められたので，農林省園試盛岡

支場に同定を依頼した結果，7月27日に黒星病であ

ることが確認された。

直ちに県においては，農政部・盈試・防除所・農改

で調査班を編成し，7月28日から8月12日までに全

樹の調査を実施した。

2　発生程度

調査本数は51，d42本（樹令は5～‘年生であるが，

一部仮植養成苗を含む）であり，そのうち羅病樹5，295本

（全体の18．7飾）が確認された。

羅病内容は，軽症樹（1樹中に1～5新柄に発病が

認められ，羅病部分の掃除により防除可能と思われる

もの）5，209本で羅病樹の81％，重症樹（1樹中に発

病葉が多数分散し，擢病部の摘除で防除が不可能と思

われるもの）・2，005本であった。

5　団地内の発生分布

団地内における黒星病の発生分布は，第1図に示す

とおりである。すなわち，罷病率が特に多かったのは，

高密権は場（1Da当り100本楯）の約dんであり，次

いで多く発生したのは，高密稔は場に隣接していると

ころであった。その他のほ場にも発生が認められたが，

発生本数は極めて少なかった。

高密植園における品種構成は，ゴールデン90‰

デリシャス系10鋸こなっているが，羅病率はゴー′レデ

ソがやや高い傾向にあった。

なお，伝染経路については，解明できなかった。
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第1図　リンゴ団地のほ場番号と概略図
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4　黒星病防除の実施状況

1　防除体制

防除の事業実施主体は泉市が当たり，市が関係機関

をもって防除協議会を設置した。

防除に当たっては，188血全面積を防除地区とし，

国，県の助成を受け，更に県の指導のもとに防除基準

を作成して，初発年より5カ年間緊急防除体制をとり，

濃密的な防除を実施して本病のぼく減及びまん延防止

に努めた。薬剤散布はS Sを利用し，専従作業員（5

～7名）が主体となって実施した。

なお，一般のリンゴ園は当団地から10Km以上離れ

たところにある。

2　昭和45年度の黒星病防除

8月：重症樹及び密植樹の伐採，焼却，2．807本

7月～10月：グアニジン剤500倍，9回散布

11月～5月：タロこ／500倍加用石灰硫黄合剤9倍，

2回散布

5月：P（コ王〉水溶剤400倍，地表面散布1回

12月～5月：落葉，せん走枝の焼却

5　昭和4占年度の黒星病防除

5月～6月：チォ77ネートメチル剤1．500倍，4

回散布

8月～9月：グ7ニジソ剤800倍，5回散布
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11月～5月：クロン400倍加用石灰硫黄合剤10

倍，2回散布

5月：PCI）水溶剤400倍，1回散布

12月～5月：落葉，せん走枝の焼却

4　昭和47年度の黒星病防除

5月～8月：チォ7ァネートメチル剤1，500倍，4

回散布

7月～9月：グアニジン剤1．∞0倍，5回散布

5月：クロン40ロ倍加用石灰硫黄合剤20倍，1回

散布

12月～5月：落葉，せん定枝の焼却

5　黒星病以外の病害虫防除

黒星病以外の病害虫防除についても十分注意し，黒

星病防除剤との混用または単用散布を行い防除に努め

た。

5　黒星病防除効果の確認調査

昭和4d～47年度においては，県農政部，農試，防

除所，農政による調査班を編成し，48年は8回，47

年は4回にわたって園地調査を行ったが，黒星病の発

生は認められなかった。

なお，防除効果を高めた一つに高密植園における羅

病樹の伐採があげられる。

8　む　　す　　び

大規模リンゴ団地における黒星病の発生実態と防除

対策について述べたが，発生分布をみると，密穂は場

に多発化を示していることから通風不良な栽培条件下

のところは，その発生に十分注意する必要があるもの

と考えられる。また，本病の防除に当たっては，多く

の労力と費用を要し，更に専従作業員が黒星病防除に

追われた関係上他の一般作業に困難を極めた。

しかし，黒星病が定着した場合の被害の大きいこと

や防除費の高騰を考えると，今後も発生に十分注意し

園地管理や薬剤防除など総合的な防除の徹底を図り，

未然に防ぐことが重要と考えられる。

更に合理的な黒星病の防除を確立するためには，本

県における本病の発生生態，他病害との同時防除剤の

開発，防除体系などの検討を要する。

リ　ンゴ貯蔵病害に関する試験

一生育期の防除試験について一

高　橋　俊　作・水　野　　　昇

（秋田県果樹試験場）

1　ま　え　が　き

秋田県におけるリンゴ貯蔵庫の実態調査結果を見る

と，発病の年次差，品種間差はあるが無袋ゴールデソ

においては平均病巣率が4～5珍，サンプルによって

は20％にも及ぶものもあり予想以上の発生量であっ

た。

発病要因としては生育期間中の気象，防除の良否，

収穫時期の遅速，生埋病への二次感染，貯蔵庫の管理

などがあげられる。これら要因の中でも生育期間中の

防除が大きく関与していると考えられるので，生育期

散布薬剤による発病差，浪厚多量散布方式による貯蔵

病害防除効果及び収穫直前敵布による防除の可能性に

ついて検討した結果を報告する。

2　試　験　方　法

1　収穫直前散布による防除試験

場内に栽植されている14年生無袋ゴールデンを供

試，1区1樹5～4区制で’72年10月12日に第2表

に示す処理区を設け散布した。10月15日に収穫し

以後室内に筐き発病量を調査し，菌の分離を行った。

なお生育期の一般管理は5月15日から9月18日まで，

オーソサイドを主体に9回散布した。

2　生育期散布薬剤試験

場内に栽植されている9年生無袋紅玉を供試し，1

樹1区5～d区制で第5表に示した薬剤を’72年8月

18日から9月1日まで，約15日ごとに8回散布し

た。10月19日収穫し，’75年1月16日まで0～5


